あろう。 処が 他面で は、 それが そのまま 所謂 産業 技術 

の 公開と いう ものである。 この 一致 は、 偶々 ラジウム 

という 新 元素の 発見 =製 造の 場合であった から、 成り 

立った ので は あるが、 併し 又 偶々、 所謂 科学と 技術と 

の 直接の 結び付き を、 改めて 示唆す るよう に 思われた。 

ラジウムの 製造がなければ、 ラジウムの 発見 もな け 

れば 放射能の 研究 も 十分の 意味 を 得なかった わけで、 

科学の 実験的研究なる ものの クライマックス は、 何と 

云っても 物質 を 現実に 造る という ことで はない か、 と 

考えた ので ある。 

検証の ための 実験な ど は 寧ろ 一 種 教育的な 意義 さえ 



勝って いて、 単純な 意味での 創造的な 実験と は 云えな 

いよう だ。 科学と は、 それで は、 実は 物 を 造る のを窮 

極 目標と する ので はな か つたの か。 

キ ユリの 女婿 ジ ョ リオ 夫妻が 人工 放射能の 発見に 成 

功した の も 暗示 的 だ。 こうやって 新しい 方法で 元素が 

人工的に 転換 = 即ち 製造され て 行く のだろう。 そう 思 

いながら、 バルザックの 『絶対の 探究』 を 読んで 見る 

と、 わが バルタザル 氏 は、 要するに 炭素から 金剛石 を 

製造 出来れば、 絶対 はっか まえた ことになると 信じて 

いる。 化学 は 絶対 「真理」 を 目標と する よりも 寧ろ 金 

剛石ゃ 金の 製造 生産 を 目標と する。 そのための 絶対 探 



教育 は 人間の 生理 や 社会 環境に 於け る 自然の 成長 を 

補佐 掖導 する にすぎないから、 別に 改めて 何 か を 造る 

と 称する に は 当らない とも 考えられる かも 知れない が 

併し 人間の やる 一 切の 生産 は、 凡て 自然な 発達 や 行程 

の 補佐 掖導 以外に 出る もので はない。 吾々 は 物質 を 造 

リ 出す こと は 出来ない。 物質の 形態 を 変更 出来るだけ 

だ。 生産と は 一般に そうした 形態 変更の ことで しかな 

い。 —— で、 教育学 も 現物 (社会的 人間と いう) の 生 

産 を 目標と する わけで ある。 

社会 法則に 関する 科学 も 亦、 社会 を 造る という こと 

が 目標で ある。 往々 社会科学 に は 実験 は 不可能 だ と 云 



われて いるが、 併し 社会現象の 典型的な 出来事 はすべ 

て、 実験と しての 意味 を 後から 或いは 外部から、 持ち 

得る もので、 それ を 別にしても、 色々 の 実験が、 実験 

としての 自覚の 下に、 行なわれ ている こと を 忘れて は 

ならぬ。 例えば 栄養 食の 研究 は 一 定の 集団 的に 規正 さ 

れた 生活 を 営む 人間 達 を 材料と して、 実験的に 行なわ 

れる。 造る 処には 必ず 実験の 役割が あるので ある。 実 

験 は 生産と 切り離す こと は 出来ない。 

話 を 少し 戻して、 では 天文学 (星学) は 何 を 造る の 

が 目標 か、 と 云われる かも 知れない。 併し 今日の 原子 

物理学が 星学 的 研究 を 離れて は 十分の 意義 を 発揮 出来 



ない。 そういう 方法 学で ある。 だから 之 を どんなに 実 

際 的な 形に 於て 見ても (統計、 グラフ、 幾何 図形 化、 

等々) 形式的な 本質 を 免れない ので ある。 「抽象化」 さ 

れた輓 近 数学に 於て はなお 更だ。 論理学 も 亦 之と 同じ 

い 本質 を 有つ。 哲学 も、 それが 思想の 科学で ある 時、 

やはりそう なので ある。 この 点から 見ても、 数学と 哲 

学と を 斉しく イデアの 学と 見た プ ラトンに は 意味が あ 

る。 この種の 方法 科学 は 直接 物 を 造る のが 目標で はな 

いから こそ、 単純に 「科学」 と 呼ばれて いないの だ。 

だから 科学の 目標 は、 どうしても 物の 生産で あるら 

しい。 
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